
栃木県内におけるCKDLN活動報告
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獨協医科大学病院 乾  寛美
栃木県CKDLN代表 



CKD看護の現状

トータルケアとして専門的役割

医療技術の進歩・発展

複合的疾患↑ 介護度↑認知症↑高齢化
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延命治療 生活の質

多様性・複雑性↑

看護を創造できるCKDLN⇒看護の質向上のために重要
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CKDLN 正会員数 

正会員数：49名
CKDLN8名（ワースト11/４７位）

（人）

日本腎不全看護学会 慢性腎臓病療養指導看護師（CKDLN）の都道府県別数
2022年8月31日現在

関東地区
全国正会員数：3785名
全国CKDLN：1110名



2022年11月 栃木県CKDLNのWebミーティング開催

CKDLN委員会委員 関東地区代表
青木栄子先生（いなげ腎クリニック師長）関東地区におけるCKDLNの活動

同じ立場の仲間が増え知識や課題を共有

年2回の千葉県腎不全看護研究会と勉強会

年１回関東地区セミナーの企画・運営

勘と経験だけでなくエビデンスから質の高い看護

自己紹介、職場での課題、
看護を行う上での悩みなどを共有

Webミーティング



関東地区CKDLNセミナーの企画・運営

関東地区の都道府県代表7名＋理事１名
日本腎不全看護学会のサポートスタッフ2名

オンライン話し合い
メール・グループライン

情報共有し企画・運営

＊講演：生活目標を患者と共有する重要性
＊他職種連携の強化のヒントなった
＊グループワーク：情報共有となりモチベー
＊ションアップにつながった



栃木県のCKD看護の質向上を図るためには

CKDLN資格取得の増加
県内のCKDLNの看護連携
ネットワークの強化

顔の見える繋がり
問題共有・連携・学びの場

CKD領域の現場の看護師、各施設の管理者、他職種へ
活動に対する理解と協力の啓蒙活動が必要

CKD患者が、より良い人生に向かって 希望に向かって
その人らしく生きれるように 患者の生活に寄り添った支援が重要



栃木県透析医学会で発表

＜栃木県内におけるCKDLN連携の活動報告＞

日本透析医学会で発表（共同演者）
＜透析情報管理システム導入前後の看護支援からの現状＞

日本腹膜透析医学会で発表（共同演者）

＜腹膜透析における高齢者の在宅治療継続のための

地域を含めたセルフケア支援＞

腎臓病教室の企画・運営

関東地区セミナーの企画・運営

2023・２０２４年度の活動

栃木県CKDLNとの
交流強化が課題
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